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平成２９年度 産業廃棄物税基金充当事業 実績報告書 

 

事業名：みやぎ県民大学推進事業（循環型社会講座）                                     

事業実施期間：平成２０年度から                            

担当課室名：教育庁生涯学習課                                 

担当班名：生涯学習振興班                    

TEL:022-211-3652                  

                          e-mail:syogakl@pref.miyagi.lg.jp                 

             URL：http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syougaku/kenminindex.html  

１ 事業の目的 

この事業は，県民の多様な学習要求に応えるため，高等学校・大学・専門施設の持つ人的・物的教育機能を 

広く地域社会に開放し，広域的に，専門的な学習機会を提供することを目的とする。 

２ 当該年度の実施事業の概要・実績 

近年，３Ｒの推進による循環型社会の実現は，私たち一人一人の生活様式と密接に関連した重要な課題と

なっている。中でも産業廃棄物の処理に関する啓発は，これからの生活環境を守る上で重要なテーマとなって

おり，産業廃棄物及びそのリサイクルに関するテーマを取り上げた講座を開講した。 

【循環型社会講座の内容】 対象：一般県民  講座時間：６時間以上 

経費（税込）：大学 ５４千円×１講座＝５４千円 

         大学 ４４千円×１講座＝４４千円  合計９８千円 

〇委託先一覧 

みやぎ県民大学

での位置 
委託先 講座テーマ 開講期間 

学校等開放講座 

東北大学金属材料研究所 

地球にやさしいエネルギーと環境・

省エネルギー技術～太陽電池・半

導体・超伝導・植物の品種改良～ 

８/２２～８/２５ 

    （全４回） 

東北大学大学院環境科学研究科 科学の目で見る環境とリサイクル 
６/３０～７/２８ 

    （全４回） 

３ 当該年度の実施事業の成果 

最先端科学に基づく高度な内容でありながらも，身近で親しみやすい解説内容であった。３Ｒの内容を取り入

れながら，日常生活における環境負荷低減の実践に向けて啓発することができた。 

４ 今後の展開 

    循環型社会をテーマとする講座の開講については，実施団体の計画立案に委ねられていることから，講座数

の安定確保が難しく，受講者数も左右される状況にある。 

今後もこれまでと同様，３Ｒをテーマとした講座を事務局側から推奨するなど，一層の推進を図っていきた

い。 

５ 廃棄物の削減・リサイクル，適正処理の促進の効果等を示す指標の数値 

（指標：受講者数） 

単位：人／年  

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

５１ ５６ ４９ ４８ ６１ 

 

６ 事業費の推移 

単位：千円 

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

１４７ １０８ １０８ １０８ ９８ 


